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 ６つの基本目標ごとに取り組んでいきます 
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資料の見方 

  目標１ 子どもから高齢者まで誰もがいきいきと輝くまちづくり（健康福祉） 
この目標は総合計画における将来都市像を実現するための６つの基本目標の

一つです 

 これは、町が独自で行っている事業です 酒々 井町独自 

◆○○○事業◇     １２，３４５千円（△△課） 

（財源：県支出金 ６，７８９千円） 

 波線部分は「○○○事業」に係る財源内訳を記載して

います 

 事業費から財源を控除した額は皆様から納められて

いる税金や地方交付税等でまかなわれています 

※財源の記載の無いものは全て皆様から納められてい

る税金や地方交付税等でまかなわれています 

 目標１ 子どもから高齢者まで誰もがいきいきと輝くまちづくり（健康福祉） 

目標２ 豊かな心を育み歴史を活かした文化創造のまちづくり      （教育文化） 

目標３ いつも安全で安心して快適に暮らせるまちづくり         （生活環境） 

目標４ 生活機能の整った歩いて暮らせるまちづくり            （都市基盤） 

目標５ にぎわいと活力にみちた魅力あるまちづくり            （産業経済） 

目標６ 町民と共に築く心がかよう持続可能なまちづくり   （地域社会と行財政） 

各特別会計、水道事業 

 これは、その年度の新たな事業です 新 規 
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（財源：国県支出金 ２２，３６５千円） 
保健の向上及び経済的負担の軽減を図るため中学生までの医療費の自己負担分を助成します。 
平成２５年８月診療分から中学生の通院費を助成対象にします。 

 
 
 

（財源：国県支出金 ２７４，２６０千円） 
中学校３年生までを対象に、児童手当を支給します。 
受給できる方：子どもを養育する父母等 
児童手当の額： 

３歳未満          月額 １万５千円 
３歳から小学校６年生まで   

第１子・第２子     月額 １万円 
第３子以降       月額 １万５千円 

     中学生           月額 １万円  
 
所得制限以上の場合の児童手当の額： 一律 月額 ５千円 
 
 

 
 
 （財源：国県支出金 ２５，４２３千円 利用者負担金 ５５，１８６千円 その他 ２，９７６千円） 

町立保育園の運営、私立保育園への委託などを行います。 

 
 
 
 

（財源：国県支出金 １，９１４千円） 
ひとり親家庭等の医療費等の自己負担分の一部を助成します。 
対  象：１８歳の年度末までの児童をもつ母子家庭の母、父子家庭の父及びその児童又は児童の

父母がない場合等で祖父母その他の養育者（所得制限あり） 
助成内容：保険適用分のみ対象（一部負担金あり） 

 

一部酒々井町独自 

◆ひとり親家庭等医療費等助成事業◇  ３，８２８千円（健康福祉課） 

 目標１ 子どもから高齢者まで誰でもいきいきと輝くまちづくり（健康福祉） 

子育て支援等の施策 

◆子ども医療費助成事業◇       78，522 千円（こども課） 

◆児童手当支給事業◇       ３２３，１７０千円（こども課） 

◆保育園事業◇                ２５５，４５５千円（こども課） 
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（財源：国県支出金 ８５３千円） 
様々な体験等を通して児童の健全育成を図るため、小学校の体育館などを活用し、地域の方々の協

力を得て、放課後子ども教室を開催します。 
酒々井小学校・大室台小学校…週１回開催 

 
 
 

（財源：国県支出金 １１，１１１千円） 
  酒々井小学校、大室台小学校の余裕教室を活用した放課後児童クラブの運営を運営委員会に委託し

ます。 
昭苑幼稚園の放課後児童クラブの運営に補助金を交付します。 

＊酒々井小学校「しすいっ子クラブ」（公設委託） 
＊大室台小学校「大ちゃん学童クラブ」（公設委託） 
＊昭苑幼稚園「酒々井児童クラブ」（民設補助） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 １３，８００千円） 
各医療機関で支払われた重度心身障害者医療費の負担の軽減を図るため、自己負担分を助成します。 
対 象：身体障害者手帳の１級又は２級の所持者、療育手帳のＡの２以上の所持者（一定所得以上

の方は、対象外） 
 

障害福祉施策 

◆重度心身障害者医療費給付事業◇  ２７，６００千円（健康福祉課） 

◆放課後子ども教室◇          ２，１０５千円（こども課） 

◆放課後児童クラブ◇         １７，１３１千円（こども課） 
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（財源：国県支出金 ８，５４１千円） 
障害者の地域での生活を支援するため、相談事業、コミュニケーション

支援事業、日常生活用具給付事業、移動支援事業、地域活動支援センター

事業、日中一時支援事業、自動車改造費助成事業、運転免許取得助成事業

など日常生活に密着したサービスを行います。 
対 象：身体障害者、知的障害者、精神障害者、障害児 

 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 １１７，９２１千円） 
障害者に介護給付費、訓練等給付費、自立支援医療費、補装具費を給付します。 
対 象：身体障害者、知的障害者、精神障害者、障害児 
＊介護給付費…居宅介護、重度訪問介護、行動援護、重度障害者等包括支援、短期入所、療養介護、

生活介護、施設入所支援、共同生活介護 
＊訓練等給付費…自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、共同生活援助 
＊自立支援医療費 
＊補装具費 
＊相談支援給付費 
＊高額障害福祉サービス費 

 
 
 

（財源：国県支出金 １３，４８６千円） 
 障害児の通所支援として、児童発達支援、医療型児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪

問支援を行います。 
 
 
 

重度の身体障害者、知的障害者がタクシーを利用する場合、料金の１，０００円を限度に、半額助

成します。 
対  象：１級又は２級の身体障害者手帳所持者（下肢、体幹、視覚障害者は３級も対象） 

Ａの２以上の療育手帳保持者 
助成内容：割引券＝年間３０枚（透析者は６０枚） 

※運転士に身体障害者手帳又は療育手帳を提示し、割引券を渡してください。（町登録

タクシー会社のみ利用可） 

◆障害者地域生活支援事業◇     １３，９５６千円（健康福祉課） 

◆総合支援給付事業◇        １６６，６６９千円（健康福祉課） 

◆福祉タクシー事業◇            ８５０千円（健康福祉課） 

◆障害児施設措置費◇          １７，９８４千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出金 ２０７千円） 
ねたきりの身体障害者や重度の知的障害者に福祉手当を支給します。 
対  象：６月以上ねたきり状態の２０歳以上６５歳未満の身体障害者 

在宅で常時介護を必要とする２０歳以上で、療育手帳Ａの２以上の知的障害者 
助成内容：月額８，６５０円 

 
 
 
 

特定疾患の患者に見舞金を支給します。 
対  象：千葉県から特定疾患の認定を受け、医療受給者票又は医療受診券を所持している方 
助成内容：月額３，０００円（１０月、翌年４月に支給） 

 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 ９２７千円） 
比較的元気な６０歳以上の方を対象に隣保館、 

社会福祉協議会を会場に、毎週火曜日・水曜日・ 
金曜日にそれぞれ定員３０名でデイサービスを行 
います。 
対 象：６０歳以上の町内居住者、介護保険の 
要介護、要支援の状態にない方 

 
 
 
 
 

６５歳以上のひとり暮らし高齢者で、緊急時に連絡する方がいない方に緊急通報装置を貸与します。 
 
 
 

要介護１以上の住民税非課税世帯の６５歳以上の方、身体障害者、知的障害者に、１月当たり３０

枚の紙おむつを支給します。 

高齢者福祉施策 

◆特定疾患見舞金支給事業費◇      ４，５００千円（健康福祉課） 

◆ねたきり身体障害者・重度知的障害者福祉手当支給事業◇ 

416 千円（健康福祉課） 

◆生きがいデイサービス事業◇      ２，７８０千円（健康福祉課） 

◆緊急通報装置貸与事業◇        ３，２８１千円（健康福祉課） 

◆紙おむつ支給事業◇          １，５７７千円（健康福祉課） 
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新規 

 
 
 
 

はり・きゅう・マッサージの利用券を交付します。平成２３年度より１枚当たり千円に増額。 
対  象：６５歳以上の方 
助成内容：利用券１月当たり２枚（１枚当たり１，０００円） 

 

 
 
  ７５歳以上の者等で構成される非課税世帯に対し、家具等の 

転倒防止器具取付費の一部（上限１万円）を補助します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ７５歳以上の者等で構成される世帯に対し、かかりつけ医療機関や持病等、救急時に必要な情報を 

保管する救急医療情報キットを配付します。 
 

 
 

毎年、敬老の日（９月の第３月曜日）に、８８歳の方への顕彰状贈呈式や演芸会を酒々井町社会福

祉協議会と共催で開催します。 
７５歳以上の方には、招待状をお送りします。 
 

 
 

 

 

高齢者の熱中症予防対策のために７５歳以上の方に冷感スカーフと熱中症予防パンフッレトを配

付します。 

 
 
 

◆はり・きゅう・マッサージ等施術利用料助成事業◇ 

４，２３４千円（健康福祉課） 

◆老人福祉大会開催事業◇          ９３６千円（健康福祉課） 

◆家具転倒防止器具等取付費補助事業◇    ３００千円（健康福祉課） 

◆救急医療情報キット配付事業         ７０千円（健康福祉課） 

◆高齢者熱中症予防対策事業◇        ３０１千円（健康福祉課） 
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高齢者などの日常生活の利便性の向上を図るため、ふれ愛タクシーを、運行します。 
利 用 料：町内１回につき３００円・町外１回につき５００円（利用券事前購入） 

※町外は成田赤十字病院、日医大北総病院、さくら斎場のみ 
利用時間：午前８時から午後５時 
※詳しくは、酒々井町社会福祉協議会 

電話 ４９６－６６３５ 
※予約は、ふれ愛タクシー情報センター 

電話 ４８１－６０００ 
 
 
 
 
 
 

健康増進並びに医療費の適正化を図るため、千葉県後期高齢者医療広域連合からの委託により、後

期高齢者を対象とした健康診査を実施するとともに、病気の早期発見と早期治療に役立てるため、人

間ドック費用の一部を助成します。 
＊健康診査        ２，１５７千円 
＊人間ドック費用の助成  １，５３８千円 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

高齢者の生きがい支援として、豊かな経験と能力を積極的に活かす為の就業を援助し、健康増進に

資するシルバー人材センターの機能充実に向けた支援を行います。 

◆ふれ愛タクシー運行事業◇      １８，５４２千円（健康福祉課） 

酒々井町独自 

◆後期高齢者保健事業◇          ３，６９５千円（住民課） 

◆シルバー人材センター支援事業◇   １，４００千円（住民協働課） 
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福祉活動を行う団体に対して、活動を支援するため助成します。 
＊民生委員児童委員協議会補助金 ３００千円  ＊酒々井町心身障害者福祉会 １５０千円 
＊酒々井町更生保護女性会補助金  １４千円  ＊酒々井町手をつなぐ親の会 ６００千円 
＊酒々井町遺族会         ６０千円  ＊蛍雪学園運営補助金    ４００千円 
＊酒々井町水仙クラブ連合会補助金      １，２００千円 
＊酒々井町母子寡婦福祉会補助金          ８５千円 
＊地域コミュニティづくり推進支援事業補助金   ５８１千円 
＊酒々井町社会福祉協議会補助金      ２７，９１３千円 
 

 
 
 
 
 
 

夜間及び年末年始の医療、小児初期急病診療サービスを確保します。 
【印旛市郡小児初期急病診療所】（０～１５歳） 

診療日（毎日３６５日） 診  療  時  間 
月～土曜日 １９時～翌日６時 
日曜日・祝日・年末年始 ９時～１７時、１９時～翌日６時 
場 所：佐倉市江原台２－２７ 佐倉市健康管理センター内 

電話 ０４３－４８５－３３５５ 
【成田市急病診療所】 

診療科目・日時 
診療科目 診   療   日 受付時間 

内科・小児科 
毎日 18 時 45 分～22 時 45 分 
日曜日・祝日 
８月１３日～１５日・１２月２９日～１月３日 

9 時 45 分～16 時 45 分 

外科・歯科 
日曜日・祝日 
８月１３日～１５日・１２月２９日～１月３日 

9 時 45 分～16 時 45 分 

場 所：成田市赤坂１－３－１（成田市保健福祉館内） 
電話 ０４７６－２７－１１１６ 

＊ 成田赤十字病院の救急医療体制を整備し、住民の健康管理の保持増進に努めます。 
 

健康づくり施策 

福祉団体等助成施策 

◆福祉団体等助成事業◇        ３１，３０３千円（健康福祉課） 

◆夜間医療体制等の確保◇       ４，２５４千円（健康福祉課） 
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乳幼児、学童、生徒及び６５歳以上の方等に対して予防 
接種を行い個人の健康管理を行うとともに感染症の流行を 
防止します。 
新しく導入された 4 種混合（百日せきジフテリア破傷風ポリオ混合）や単

抗原不活化ポリオについて適正な接種を勧奨していきます。 
独自事業として、乳幼児（２～４歳）と学童・生徒（小学１ 

年生～高校２年生（中学１年生を除く））のうち未接種の方を 
対象に麻しん・風しんの予防接種を行います。 
 今年度から、ジフテリア破傷風混合ワクチン（小学 6 年生対象）が個別接

種となるためスムーズに導入できるよう勧奨を行います。 
 
 

 

 対 象 内 容 実施場所 費 用 

 

定 

期 

接 

種 

乳幼児 

百日せきジフテリア破傷風混

合・百日せきジフテリア破傷風

ポリオ混合・麻しん風しん混

合・ＢＣＧ・ポリオ・日本脳炎 

医療機関 無料 

９歳～１２歳 日本脳炎 医療機関 無料 

小学６年生 ジフテリア破傷風混合 医療機関 無料 

６５歳以上希望者 インフルエンザ 医療機関 助成額2,600円 

任 

意 

接 

種 
７５歳以上希望者 肺炎球菌 医療機関 助成額2,000円 

０～４歳 ヒブ・小児肺炎球菌 医療機関 無料 

中学１年生～高校

１年生（女子） 
子宮頸がん 医療機関 無料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆予防接種事業◇          ４７，６１４千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出金 １，０９１千円、利用者負担金 ２，２２２千円） 

保健センターを主な会場に、がん検診、健康教育、健康相談の健康増進事業を行います。また、乳

がん、子宮がん、大腸がん該当年齢者無料検診を継続して実施します。 

 

＊健康教育…糖尿病予防教室、ヘルスアップセミナー、 

＊健康相談…保健センター（毎週月曜日９：３０～１１：００）、地域集会施設での健康相談 

＊健康手帳…検診時に交付（２０歳以上の方） 

 

項     目 対 象 実施時期 申込み期間・方法 自己負担 

乳がん検診（視触診） ３０歳以上隔年 ６月 ４～５月・電話など ５００円 

〃（マンモグラフィ） ４０歳以上隔年 ６月 ４～５月・電話など １，０００円 

〃 （エコー） ３０歳代隔年 ６月 ４～５月・電話など １，０００円 

子宮がん検診 ２０歳以上隔年 ６～７月 ４～５月・電話など ５００円 

胃がん検診 ４０歳以上 １０月 ７～８月・電話など ７００円 

大腸がん検診 ４０歳以上 １０月 ７～８月・電話など ３００円 

結核・肺がん検診 ４０歳以上 １０月 ７～８月・電話など 無 料 

肝炎ウイルス検診 40,45,50,55歳 ９～１２月 個別通知 無 料 

骨粗しょう症予防検診 
２０歳以上 (女

性) 
１２月 １１月・電話など 無 料 

成人歯科検診 ４０歳以上 ６～１２月  医療機関 無 料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆健康増進事業◇          ２４，０９１千円（健康福祉課） 
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（財源：国県支出金 ５，１４９千円） 
妊婦健診、乳児健診、マタニティクラス、ママパパクラス、心理発達

相談など様々な母子保健事業により子育て支援を行います。 
ことばの教室を保健センター内に開設し就学前に個別指導を行う

ことで発達を促します。 

また、不育症で治療を受けているご夫婦に治療費を助成し経済的負

担を軽減します。 

「酒々井町民の歯と口腔の健康づくり推進条例」の制定を受け新た

に 2 歳児歯科健康診査を導入し歯の健康づくりを充実させていきま

す。 

 

事 業 名 対  象 実施場所 実施期間 費用 内     容 

母子健康手帳交付 妊婦 保健センター 通年 無料 

手帳の交付時、保健師が面接し

健康診査の受診勧奨と保健指

導を行います。 

妊婦・乳児 

一般健康診査 

妊婦 

乳児 

県内医療機関 

（委託） 
通年 無料 

健やかな妊娠出産と乳児の良

好な発育を図るため、母子健康

手帳と受診票を交付します。 

妊婦１人１４回・乳児１人２回 

新生児訪問指導 
新生児 

産婦 
町内各家庭 通年 無料 

新生児の発育・栄養・疾病予

防・保育環境等について助産師

等が訪問指導を行います。 

乳児相談 
４か月児 

１０か月児 
保健センター 年１２回 無料 

乳児の健やかな発育を促し保

護者の育児不安の軽減を図る

ため、身体計測、個別の相談（保

健師、栄養士）を行います。 

出生祝品の配布 

（ブックスタート） 
４か月児 保健センター 年１２回 無料 

乳児相談（４か月児）にボラン

ティア団体から絵本の紹介を

受け、乳児の健やかな発育を促

すために絵本を配布します。 

幼児健康診査 
１歳６か月児 

３歳児 
保健センター 年各６回 無料 

幼児のよりよい成長発育を促

すとともに、保護者の育児不安

の軽減を図るため、医師、歯科

医師による健康診査、個別相談

（保健師・栄養士）を行います。 

◆母子保健事業◇          ２２，４３３千円（健康福祉課） 

一部酒々井町独自新規 
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新規 

独自

 

幼児健診 

事後指導教室 

（遊びの教室 

どんぐり） 

幼児 

保護者 
保健センター 年１２回 無料 

親子の良好な関係づくり、幼児

の健やかな発育を促すため、親

子遊びや家庭での養育の助言

等を行います。 

マタニティクラス 妊婦 保健センター 
１ｺｰｽ 3回 

年３ｺｰｽ 
無料 

妊娠、出産に対する不安を軽減

し妊婦同士の交流を図るため

に行います。 

ママパパクラス 
妊婦 

家族 
保健センター 年３回 無料 

子育て支援事業 

（ゆりかごルーム） 

３歳未満児 

保護者 
保健センター 月３回 無料 

親子の交流の場として、保健セ

ンターの和室を開放します。育

児不安の軽減、親子の関わりを

手助けするため、保健師が歌や

手遊びを行い、適宜相談にあた

ります。 

心理発達相談 

（親子相談） 

幼児 

保護者 
保健センター 年１２回 無料 

こどもの発達やしつけなどに

ついて個別の相談を行い、育児

不安の軽減、こどものよりよい

成長を促します。 

 

2 歳児歯科健康診査 
２歳以上 3 歳

未満の児 

 

保健センター 年４回 無料 

歯の健康づくりを目的に、歯科

医師による歯科健診、健康教

育、フッ素塗布、個別相談を行

います。 

こんにちは 

赤ちゃん事業 
４か月児 町内各家庭 通年 無料 

健康推進員と連携して、生後４

か月のお子さんがいる家庭を

訪問し、子育ての状況を把握し

ながら安心して子育てができ

るよう、適切なサービス提供に

つなげます。 

ことばの教室プラ

ム 

3 歳６か月 

～未就学児 
保健センター 年３０回 無料 

子どものことばの発達につい

て個別に相談と指導を行いま

す。 

不育症治療費助成

事業 

 

 

詳しくはお問

い合わせくだ

さい＊所得制

限有 

  
1 治療 30

万円上限 

不育症で治療を受けているご

夫婦に治療費の一部を助成し

ます。 
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（財源：国県支出金 ７，６５４千円） 
私立幼稚園に幼児を就園させている保護者の経済的負担の軽減を図るため、幼稚園設置者を通じて

私立幼稚園就園奨励費補助金を交付します。 
 
 
 
 
 
             幼児教育の振興を図るため、町内の私立幼稚園に運営費及び 

教材費を補助します。 
運営費補助金  １園当たり   ２０万円 
教材費補助金  園児（町内在住）１人当たり  １千円 

 
 
 
 

小中学校の教材備品や学校図書の充実を図ります。 
＊酒々井小学校、大室台小学校、酒々井中学校  各校２，６００千円 

 
 
 
 

児童生徒の生涯にわたる読書習慣の形成と学校図書館活用能力の育成を図

るため、町公共図書館と学校図書館との連携を推進するとともに、学校図書

館の機能の充実と児童生徒の図書館活用のための支援を行います。 
 
 
 
 

                             （財源：その他 １７千円） 
小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の学習活動や学校生活の支援・補助を行うため、介助

員を配置します。 

幼稚園と小・中学校の施策 

目標２ 豊かな心を育み歴史を活かした文化創造のまちづくり      （教育文化） 

◆私立幼稚園運営費・教材費補助金◇       ６７０千円（こども課） 

酒々井町独自 

◆私立幼稚園就園奨励費補助金◇    ３５，３２８千円（こども課） 

◆学校図書館支援事業◇        ２，７３１千円（学校教育課） 

◆特別支援学級介助員配置事業◇    ３，７９５千円（学校教育課） 

◆小中学校の充実◇          ７，８００千円（学校教育課） 

酒々井町独自 
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酒々井小学校の遠距離通学の児童に対して、町ふれ愛タクシーをスクールバスとして委託し、馬橋、

墨、伊篠、伊篠新田地区児童の交通手段を確保します。 
 
 
 
 

                             （財源：その他  ６千円） 
教育委員会に適応指導教室「ふれあいルーム」を設置し、不登校児童生徒等を対象にカウンセリン

グや学習指導、小集団活動等を組織的・計画的に行い、集団適応と学校復帰を支援します。 
 
 
 
 

                             （財源：その他 １２千円） 
特色ある教育活動を支援するための指導員を小中学校に配置します。 
 
 

 
 
 

経済的理由により、就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し就学援助を行います。 
 
 
 
 

学習指導要領の趣旨に添い豊かな心を育む特色ある教育活動を行うため、小中学校に補助金を交付

します。 
（注）ＣＴＳは、Ｃhild，Ｔeacher，Ｓchool・Societyの略。 

 
 
 
 

小中学校の特色ある教育活動の積極的な推進を図るため、学校の教職員が提案する教育プランにお

いて、児童生徒への教育効果が期待できる内容に対し補助金を交付します。 
 

◆スクールバス運行業務委託事業◇   ８，９１８千円（学校教育課） 

◆ふれあい教室運営事業◇       ２，６１１千円（学校教育課） 

◆小中学校スクールサポート事業◇  ３，５３４千円（学校教育課） 

◆要保護・準要保護就学援助費支給事業◇ 

８，８０４千円（学校教育課） 

◆豊かな心を育むＣＴＳプラン事業補助金◇ ７００千円（学校教育課） 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

酒々井町独自 

◆教職員の特色ある教育活動支援事業◇   ４００千円（学校教育課） 

酒々井町独自 
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                          （財源：その他 ３，４３４千円） 
小学校５・６年生の外国語活動及び中学校の英語科において、ＡＬＴ（外国

語指導助手）を活用した支援を行い、ネイティブな英語にふれることをとおし

て、学習意欲、異文化理解及びコミュニケーション能力を高め、児童生徒の確

かな学力を育みます。 
また、小学校１年生から４年生、特別支援学級にもＡＬＴを派遣し、保育園

から中学校まで一環した英語教育を実施します。 
 さらに、国際化に対応できる人材の育成を図るため、中学生を海外へ派遣し、

ホームステイや学校での体験学習を通して、英語力を育成するとともに異文化

理解を深める国際交流派遣事業を実施します。 
 
 
 
 
 
  人権・同和教育の推進を図るため、町教育委員会が指定した小学校又は中学校の研究指定校に対し、

研究活動費として補助金を交付します。 
 

 
 

 
 
  小一プロブレム、中一ギャップの解消を図るため、保育園・小学校・中学校で相互の連携を促進し、 
 学習の継続性や接続の円滑化を図るほか、生徒指導及び学習指導についての改善を進めるため、  

保小・小中の連携部会に対し、補助金を交付します。 
 
 
 

（財源：利用者負担金 ９４，５５３千円、その他 ４０千円） 
学校教育における児童・生徒の心身の健全な発達のための食を提供します。さらに、学校給食を通

して子どもたちに食の理解や地域社会の環境や文化、栄養改善及び健康の増進、社会性や食事のマナ

ーを身につける等の教育効果を図ります。 
  給食調理器設備更新事業として、食器及び食缶洗浄機の交換を行います。 
 
 
 
 

◆児童生徒国際交流振興事業◇    １４，４９１千円（学校教育課） 

◆保小中連携事業活動補助金◇        ３００千円（学校教育課） 

◆人権・同和教育研究補助金◇        ２００千円（学校教育課） 

酒々井町独自 

◆学校給食事業◇        １７５，６９５千円（給食センター） 
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 史跡本佐倉城跡の保存・活用のための史跡整備事業を行います。 

「本佐倉城跡整備基本設計書」に基づ

き、入口広場整備に係る実施設計、用地

購入、補償等を行います。 

ＪＲ・京成の両駅から本佐倉城跡への

経路に案内看板を設置します。 

また、周知事業としてこれまで行って

きた調査の概要を庁舎、公民館などで展

示するほか本佐倉城跡見学会を行います。 

 
 
 
 
 
 
史跡本佐倉城跡の環境保全や町内外から訪れる多くの見学者のため草刈り、倒木除去、植栽等を委託

により実施します。 
 
 
 
 
 
 
各種団体と協働して、本佐倉城跡を中心とした町内 

文化財を巡るウォーキングを開催します。 
 

 
 
 
 
 
 
 

国指定史跡 本佐倉城跡の整備 

◆本佐倉城跡整備事業◇       ２５，４８５千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 

◆史跡本佐倉城跡保全事業◇       １,６００千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 

◆史跡ウォーキング事業◇          ６０千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 
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  江戸時代に栄えた旧酒々井宿を「酒々井町の顔」として、（主）宗吾・酒々井線の「酒々井町役場

入口」交差点周辺から景観に配慮した歩道帯の設置等、町並の保存・整備を継続的に行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 ６５千円） 
１． 生涯学習を推進するため、順天堂大学に委託し生涯学習公開講座を開設するとともに、生涯

学習関係団体の育成を図ります。 

＊順天堂大学生涯学習公開講座：親子スポーツ教室（一般対象） 

２． 青少年健全育成を図るため、子ども会への支援を青少年相談員事業と共催して各種事業を開

催します。 

＊子ども会対象事業：球技大会（ドッジボール大会）・体験教室・映画会 

＊青少年相談員事業：スポーツ教室（ニュースポーツ教室）・綱引き大会（スポレク祭）・映画

会・伝統文化教室（たこ作り教室・たこ上げ大会） 

３． 成人を祝い、式典・成人者主催による「新成人のつどい」を開催します。また、６０歳の人

生の節目を祝い、盛年世代（中高年）が様々な事柄について自ら学ぶことができ、地域や社

会への活動につなげるために盛年式を開催します。 

４． 家庭教育の充実を図るため、家庭教育指導員による家庭教育相談や小学校就学前の保護者、

小中学校の保護者を対象にそれぞれの家庭教育学級を開設します。 
＊ローズマリー学級・酒々井小学校家庭教育学級・大室台小学校家庭教育学級・酒々井中学校

家庭教育学級 
５． 人権教育を推進するため、人権教育セミナーを開催して人権意識の向上に努めます。 

＊人権セミナー（年間６回開催）参加自由 
 
 
 

生涯学習の施策 

酒々井町独自 

◆生涯学習推進事業◇         ４，５７０千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 

歴史・文化の保全 

◆まちの顔づくり推進事業◇      ２，９５３千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 
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（財源：国県支出金 １，４２６千円） 
町立各小・中学校に学校と地域ボランティアの調整役であるコーディネーターを配置するとともに、

地域ボランティアとコーディネーターの活動拠点である地域ルームを設置し、学校支援を行います。 
 
 
 
 

酒々井町青樹堂（公民館主催事業）として各種講座の開催やイベントを行います。詳しくは、「公

民館だより」や広報ニューしすいでご案内します。 
【酒々井町青樹堂】 
 ・特別講座 

＊しすい青樹堂（２年制） 
＊こども青樹堂（小学３・４年生を対象とした１年制の学習支援） 

・特選講座 
＊青樹堂師範塾（１年制） 

・一般講座 
＊短期間講座（趣味・教養、親子向け、児童向けなど） 

・自由講座 
＊文化祭、音楽会、公開講座など 

カレッジコース（９期生・１０期生） 
 

 
 

 
 
  中央公民館は町民の学びの場として設立され、３０年が経過しております。竣工時より設置されて

いるエレベーターをより安全にお使いいただけるように改修工事を行います。 
 
 
 

町民の読書や多様な学習要求に応えるため、毎年、図書・ＣＤ・ＤＶＤなど、蔵書の充実を図り 
ます。図書などを短時間で検索できるよう、電算データにより管理を行います。 

 
 
 
 

◆公民館主催事業◇            １，７３８千円（中央公民館） 

◆エレベーター改修工事◇      ９，９５４千円（中央公民館） 

酒々井町独自 

◆書籍購入事業◇       ４，５００千円（プリミエール酒々井） 

◆学校教育支援促進事業◇         ３，２４５千円（生涯学習課） 

酒々井町独自 
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（財源：その他１００千円） 
 いつでも、どこでも、誰でも楽しめ、健康づくりや仲間づくりができる生涯スポーツを推進するため、

各種スポーツ教室・大会等を開催し、スポーツ・レクリエーションに親しむきっかけづくりの場を提供

します。 
１．各種大会 

大  会  名 回 数 開 催 予 定 

歩こう会 年１回 ４月 

野球大会 年２回 ４月・９月 

卓球大会 年２回 ４月・11月 

ウォークラリー大会 年１回 ５月 

グラウンドゴルフ大会 年１回 ５月 

ワンデイ ハイキング 年３回 ５月・11月・３月 

バドミントン大会 年２回 ６月・11月 

印旛郡市民体育大会 年１回 ７月 

ソフトテニス大会 年１回 ８月 

ソフトボール大会 年１回 ９月 

町長杯少年野球大会 年１回 ９月 

軽スポーツ教室・大会 年１回 ９月 

町スポーツ・レクリエーション祭 年１回 10月 

印旛郡市スポーツ・レクリエーション祭 年１回 10月 

テニス大会 年２回 10月 

町長杯パークゴルフ大会 年１回 11月 

ゴルフ大会 年１回 11月 

バレーボール大会 年１回 11月 

印旛駅伝競走大会 年１回 12月 

空手道大会 年１回 12月 

町駅伝競走大会 年１回 １月 

武道寒稽古練成大会 年１回 ２月 

町長杯少年サッカー大会 年１回 ３月 

 

２．各種教室 

教  室  名 実施時期 対 象 者 

剣道教室 通年 小学生以上 

柔道教室 通年 小学生以上 

空手道教室 通年 小学生以上 

サッカー教室 通年 小学生以上 

テニス教室 ５月・９月 20歳以上 

◆社会体育振興事業◇         ４，４５７千円（生涯学習課） 
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防災週間や火災予防週間を中心に広報活動を行うとともに、防災講演会等を実施し町民の防災意識

の高揚を図ります。 
消防団については、冬期訓練・中継放水訓練及び出初式等を実施するとともに、町操法大会を実施

し、印旛支部操法大会に出場するなど操法技術の向上に努めます。また、老朽化した消防団機庫の耐

震化を図るため移転整備するほか、消防施設の改修等を行います。 
防災については、自主防災組織に対し、防災用資機材を無償貸与するとともに、避難所となってい

る小中学校に防災トイレ等の整備を図ります。また、防災行政無線同報系の再整備に係る調査を行い、

災害用備蓄品等の整備を図ります。 
＊消防団機庫整備・改修事業    １６，６９１千円 
＊消防団活動等事業        １３，１５３千円 
＊防災行政無線事業         ５，５２９千円  
＊防災トイレ整備事業        ５，０６８千円 
＊災害対策用浄水器整備事業     ３，３５２千円 
＊防災備蓄品等整備事業       ３，１４８千円 
＊自主防災組織備品貸出支援事業   １，５７５千円 

 
 
 
 
 
 

河川等の水質検査及び土壌等の環境調査を行います。 
 
 
 

（財源：利用者負担金（粗大ごみ処理） １，０２５千円） 
一般家庭から排出される廃棄物の収集を行います。 

 
 
 

資源回収を行う等団体に対し報償金、また事業者に対し奨励金を交付し、リサイクルを推進します。 

目標３ いつも安全で安心して快適に暮らせるまちづくり         （生活環境） 

消防、防災活動 

環境、ごみ、リサイクル、不法投棄

 

◆環境調査事業◇             ５２６千円（経済環境課） 

◆一般廃棄物収集業務◇       ５９，６４３千円（経済環境課） 

◆資源回収奨励事業◇         ４，２７６千円（経済環境課） 

◆消防・防災事業◇           ４８，５１６千円（総務課） 

新 規 

新 規 

新 規 



SHISUI 

酒々井の町づくり - 20 - 

 
 

（財源：日本容器包装リサイクル協会拠出金   １千円） 
ペットボトルの拠点回収等を行い、ごみ減量化及び 
リサイクルを推進します。 

 
 
 
 
 

生ごみの減量化を図るため、自家処理堆肥化容器（コンポスト）及び機械式生ごみ処理機を購入し

設置する町民に補助金を交付します。 
 
 
 

（財源：国県支出金 １２０千円） 
町不法投棄監視員による廃棄物及び残土の不法投棄の監視を行うとともに、毎月１回の一斉パトロ

ールを実施し、不法投棄の処理を行います。また、監視活動の強化及び町広報による管理意識の啓発

等を行い、不法投棄の未然防止に努めます。 
年１回５月にゴミゼロ運動を実施します。 

 
 
 

（財源：国県支出金 １，２４０千円） 
印旛沼の水質浄化と健全な印旛沼生態系の保全・再生に務めるため、補助対象区域内に高度処理型

の合併浄化槽を設置する町民に補助金を交付します。 
 
 
 

（財源：国県支出金 ２，１００千円） 
地球温暖化の防止及び地域における再生可能エネルギーの導入促進を図るため、住宅用太陽光発電

システムを設置する町民に補助金を交付します。 
 

 
 
 
 
 

◆生ごみ減量器具購入費補助金◇       ５５千円（経済環境課） 

◆不法投棄防止事業◇         １，６６７千円（経済環境課） 

◆生活排水対策浄化槽推進事業補助金◇ １，８６０千円（経済環境課） 

◆ペットボトル回収事業◇       ２，１６３千円（経済環境課） 

◆住宅用太陽光発電設備導入促進補助金◇ ４，２００千円（経済環境課） 
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町では、周辺市町村と一部事務組合を設置し、葬祭、し尿処理、ごみ処理、消防などについて、共同

処理を行っています。 

 

 

 

葬祭組合の管理運営及び建設等に係る負担金 
構成市町：佐倉市、四街道市、酒々井町 

 
 
 

衛生施設管理組合の管理運営及び建設等に係る負担金 
構成市町：佐倉市、四街道市、八街市、富里市、酒々井町 

 
 
 

清掃組合の管理運営及び建設等に係る負担金 
構成市町：佐倉市、酒々井町 

 
 
 
  消防組合の運営及び消防施設建設等に係る負担金 
  構成市町：佐倉市、八街市、酒々井町 
 
 
 
 
 
 
 
 

広域行政 共同処理事業 

◆葬祭組合負担金◇         ２２，３０２千円（経済環境課） 

◆衛生施設管理組合負担金◇     ３７，８６０千円（経済環境課） 

◆清掃組合負担金◇         ９３，５９８千円（経済環境課） 

◆消防組合負担金◇          ４２８，２４２千円（総務課） 
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（財源：国県支出金 ５，２４０千円） 
昭和５６年５月３１日以前に建築・着工された木造戸建て住宅の耐震化を促進するため、木造戸建

て住宅の耐震診断及び耐震改修工事に係る費用の一部に対し、補助金を交付します。 
 
 
 

（財源：国県支出金 ２，０００千円） 
町民の生活環境の向上及び町内産業の活性化・雇用の創出を目標とし、支援事業を行います。 

 
 
 

第５次酒々井町総合計画等の上位計画を踏まえ、町の将来都市像及び土地利用を明らかにするとと

もに、地域ごとのまちづくり方針を定め、既定の都市マスタープランの見直し、策定を行います。 
（平成２３年度～平成２５年度継続事業） 

 
 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 ６１，８４５千円、地方債 ４５，４００千円） 
町道４路線について、道路改良を実施するため、測量、設計、調査、工事、用地購入を行います。 

 
 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 ６，６００千円、地方債 ４，８００千円） 
町歩道の設置 2 路線・道路標識・ガードレール・カーブミラーなどの交通安全施設の整備及び維持

管理を行います。 
 

目標４ 生活機能の整った歩いて暮らせるまちづくり            （都市基盤） 

まちづくり施策 

交通安全、防犯の施策 

町道の整備 

◆都市マスタープラン策定事業◇    ４，１０１千円（まちづくり課） 

◆住宅リフォーム補助事業◇      ５，０５７千円（まちづくり課） 

◆道路改良事業◇         １２４，０２１千円（まちづくり課） 

◆交通安全対策事業◇        ３１，４４６千円（まちづくり課） 

◆木造戸建て住宅耐震改修促進事業◇  １１，６７２千円（まちづくり課） 
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町管理及び自治会等管理の防犯街灯の整備及び維持管理を行います。 
＊自治会管理防犯街灯補助 
電気料補助    当該年度４月分電気料×１２か月×７０％ 
修理費補助    修理費×５０％ 
新規設置等補助  工事費×５０％（上限：共架２５，０００円・小柱４０，０００円） 

 
 
 

（財源：利用者負担金 ４，８６０千円） 
京成酒々井駅、ＪＲ酒々井駅前及び南酒々井駅前の自転車等駐車場の管理を行います。 

 
 
 

（財源：利用者負担金 １４，０６９千円） 
道路交通の安全性を確保するため、舗装補修等、町道の年間を通じた維持管理事業を行います。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

（財源：利用者負担金 １，７７１千円） 

総合公園の施設管理業務を行います。 
＊植栽及び施設維持管理等 

 
 
 

街区公園の施設管理業務及び公園用地の購入を行います。 
 

公園の管理 

◆防犯街灯整備事業（維持管理）◇  ２３，５９７千円（まちづくり課） 

◆自転車等駐車場管理事業◇      ６，７５１千円（まちづくり課） 

◆町道維持管理事業◇        ４４，１５１千円（まちづくり課） 

◆総合公園管理事業◇        １３，８２８千円（まちづくり課） 

◆街区公園管理事業◇        １８，７１５千円（まちづくり課） 
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（財源：ちびっこ天国基金 １４，８３４千円） 

施設及び機械設備の多くが老朽化や耐震補強が必要なため、

施設の改修工事設計等を行い、その在り方について検討します。 
また、利用者の安全確保を図り、一年間の指定管理期間によ

り第３期目の指定管理制度を導入して管理運営を行います。 
 
 
 
 
 
 

秋に開催される、一大イベント「ふるさとまつり」を実施するふるさとまつり実行委員会に補助金

を交付します。 
 
 
 
 
 

水稲病虫害防除事業を実施する植物防疫協会に補助金を交付します。 
 
 
 

農道や農業排水路等の整備を実施した農業基盤整備（農道、農業排水路

等）に対する償還等を行います。 
また、国営印旛沼二期土地改良事業の負担金が町財政の将来負担となら

ないよう負担金の一部を基金に積立します。 
 
 
 
 

水田台帳の整備を行います。また、生産調整協力者に対し補助金を交付します。 
 

目標５ にぎわいと活力にみちた魅力あるまちづくり            （産業経済） 

ちびっこ天国 

ふるさとまつり 

農業の振興施策 

◆ちびっこ天国運営事業◇       １４，８３４千円（経済環境課） 

酒々井町独自 

◆ふるさとまつり実行委員会補助事業◇  ２，０００千円（経済環境課） 

◆農業基盤整備事業◇         ４８，９４７千円（経済環境課） 

◆産地づくり推進対策奨励補助金◇     ３，２００千円（経済環境課） 

◆植物防疫協会補助金◇         ２，０００千円（経済環境課） 
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地域の活性化と若手後継者育成事業及び商工業の振興を図る事業を行う町商工会に対し補助金を

交付します。 
 
 
 

中小企業が経営上必要とする事業資金の調達を円滑にするとともに、利子補給し、中小企業の振興

を図ります。 
 
 
 

（財源：東日本大震災復興基金 ９，７０４千円） 
・観光状況調査を実施し、地域資源の再発掘及び観光モデルコースの設定や、町のＰＲ及び周辺観光

を目的とした総合パンフレットを作成します。 
 ・酒々井プレミアム・アウトレット内に「酒々井コミュニケーションセンター」を設置し、訪れる方 

に対して、町の観光物産等に関する情報を広く提供することにより、町のイメージアップと誘客を図 
ります。 
・町の特産品をＪＲ酒々井駅のケースディスプレイに展示するほか、順天堂大学と町民の交流を図

るため、毎年６月頃に開催される「裸まつり」を応援します。 
 

 

 

 

酒々井町における地域資源を活用した新たな商品の開発や既存商品のリニューアルにより、地域ブ

ランド商品として販売及び促進を図るための調査研究を行い、町のＰＲ活動を積極的に取り組む事業

者等を支援することで、地域産業の発展、観光振興及び町のイメージアップを図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆酒々井ブランド創出事業◇       ６，６０５千円（住民協働課） 

商業・工業の振興施策 

◆中小企業資金融資制度◇        ３，４５１千円（経済環境課） 

 

 

 

◆観光事業◇             １８，１０２千円（経済環境課） 

◆商工会事業、商業振興推進事業補助金◇ ４，２５０千円（経済環境課） 
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（財源：利用者負担金 ５，７９２千円、その他 ２６６千円） 
コミュニティプラザには、大広間、浴室、多目的ホール、ハーブガーデンがあり、健康増進や憩い

の場として町民に利用されています。（予約申込は１か月前から電話予約可能） 
【コミュニティプラザ】 
利用時間：９：００～２１：００（浴室１１：００～） 
休 館 日：年末年始（施設等点検のため臨時休館あり） 
利 用 料：大広間 １時間当たり ６００円（夜間９００円） 

会議室 １時間当たり ２００円（夜間３００円） 
浴 室 １人当たり  １００円（夜間１５０円） 
多目的ホール 
全面利用 １時間当たり １，０００円（夜間１，５００円） 
半面利用 １時間当たり   ５００円（夜間  ７５０円） 

※夜間料金は、午後５時から利用の場合です。 
※町外の方は、料金が異なります。 

【ハーブガーデン】 
開園時間：１０：００～１６：００ 

   休 園 日：毎週月曜日（12 月～３月冬季休園） 
   入 園 料：無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆コミュニティプラザ運営事業◇    １７，７０９千円（経済環境課） 
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住民が行う自由で自発的な公益活動である住民活動を支援し、住民参加による地域社会の発展及び

協働のまちづくりの推進に資することを目的とした事業について補助金の交付を行います。 

 

 

 

住民公益活動の促進を図るための拠点として、井戸端（酒々井町交流サロン）及びミーティングル

ームの充実した運営について、利用団体と共に検討し、誰もが活動に参加しやすい拠点づくりを推進

します。 

 

 

 

町が管理する都市公園等について地域住民が主体と 

なって実施する環境美化活動及び施設の保全維持管理 

活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

地域住民等が自ら施行する生活環境の整備工事について、住み良い住環境整備の推進及び地域住民

等の連携を図るため、必要な資材等の支給を行います。 

 

 

 

 

近年、竹林や山林等の荒廃が進んでおり、このような課題を解決するため、地域の皆さん、里山保

全に尽力されている方々と町が協働し、協働のまちづくりを実践します。 

 

 

 

目標６ 町民と共に築く心がかよう持続可能なまちづくり   （地域社会と行財政） 

町民参加・協働施策 

◆交流サロン等運営事業◇       ２，２５５千円（住民協働課） 

◆住民公益活動補助事業◇       １，４２１千円（住民協働課） 

◆公園等愛護活動推進事業◇        ９３３千円（住民協働課） 

◆資材等支給事業◇          ４，８１１千円（住民協働課） 

◆酒々井の里山林協働再生事業◇    ４，０２８千円（住民協働課） 

新 規 
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地域住民の自治活動の場としての集会所等の維持・管理に要する経費に対して補助金を交付し、地

域コミュニティ活動の推進を図ります。 

 

 

 

 

区・自治会など住民自治の振興を図るとともに、行政の円滑な運営と町民福祉の増進を図るために

助成金を交付します。 

 

 
 
 
 
 

（財源：国県支出金 ４，６３４千円） 
地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンタ

ーとして、生活上の相談事業や人権課題解決のため各種事業を行います。 
更に、本年度から隣保館利用者と地域住民との交流をより深めるために、隣保館まつりを開催しま

す。 
 

【基本事業】 
＊相談事業：就労に関する情報提供、生活相談（随時） ＊啓発事業：人権ふれあい講座（年２回） 
＊地域交流事業：高齢者音楽健康教室（月２回）、フラワーアレンジメント教室（月１回）、 

親子ふれあい教室（月 1 回） 
【特別事業】 
＊隣保館デイサービス事業：生きがいデイサービス事業（健康福祉課との連携事業） 
＊地 域 交 流 促 進 事 業：料理教室（年３回） 

【自主サークル活動】 
＊カラオケ同好会、大正琴、ダンス等 
 

 

 

 

 

コミュニティ施策 

隣保館事業 

酒々井町独自 

◆自治振興助成事業◇         ７，１４８千円（住民協働課） 

◆集会所等補助金◇          ２，１７３千円（住民協働課） 

◆隣保館事業◇            ７，４３１千円（人権推進課） 
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町民の人権問題についての認識や考え方、あるいは行動などを把握することと地域社会がどのように

関わっているかなどを把握し、人権尊重のまちづくりを推進する基礎資料とするために実施します。 

 

 
 
 

 

 

町民に議会活動を周知します。（年４回） 
 
 
 

議会定例会・臨時会ごとに会議録を作成します。 
 
 
 
 

（財源：広告掲載料 １２０千円） 
町民がまちづくりに自主的に参加しやすいものとなるよう、行政情報の積極的な提供を通じて、町

民と町との情報の共有と相互理解を深め、町民参加のまちづくりを進めるため、正確かつタイムリー

な行政情報や町民参加の各種イベントなどを掲載した「広報ニューしすい」を毎月１回発行します。 
また、まちづくり活動の取り組みや町の魅力について、町民や若い人の目線で情報発信していくこ

とを目的に広報「Young Eyes」を年２回発行します。 
 
 
 
 
 
 

高度情報化社会に対応した効率的な行政と住民サービスの向上を図るため、必要なハードウェア及

びソフトウェアの運用及び維持管理を行います。また、町ホームページを積極的に活用して町内外に

広く情報を発信できるよう体制を強化します。 

 

町、議会からのお知らせ 

情報の管理 

 

◆広報紙作成事業◇          ４，７０５千円（経営企画課） 

◆議会だより作成事業◇          ９７３千円（議会事務局） 

◆会議録作成事業◇          1，１５８千円（議会事務局） 

住民意識調査 

◆人権問題に関する住民意識調査◇    １，０８２千円（人権推進課） 

新 規 

◆情報化推進事業◇           １６，９５１千円（総務課） 
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役場中央庁舎の耐震補強及び大規模改造を実施するための環境整備（準備作業）を行います。 
 
 
 
 
 
 

平成２７年度評価替えに向け、３か年（平成２４年度～平成２６年度）の継続事業として、宅地評

価の見直し及び経年異動による地番図の分合筆等データ修正を行うとともに、新たに町全域の航空写

真を撮影し、課税の適正化・事務の効率化を図ります。 
 
 
 
 

平成２７年度評価替えに向け、標準宅地の不動産鑑定を行い、価格決定の基礎データを作成します。 
 
 
 
 
 
 
 

職員の資質向上を図るため、積極的に各種研修に参加させます。 
＊自治大学校研修 
＊市町村アカデミー研修 
＊自治研修センター研修 
＊印旛郡市市町村職員研修（印旛郡市広域市町村圏事務組合主催）等 

 
 

税の確保 

職員の資質向上 

施設改修事業 

◆役場庁舎改修事業◇           ４０，１５３千円（財政課） 

◆土地評価業務（路線価付設・画地計算）◇ ８，０８５千円（税務課） 

◆土地鑑定評価業務◇           ５，９６３千円（税務課） 

新 規 

◆職員研修制度の充実◇          １，２５０千円（総務課） 
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【国民健康保険特別会計】 
 
 

（財源：国県支出金 ６１１，０７９千円、その他 １，１７６３５０千円） 
１．保険給付等（２，４６８，１９３千円） 
相互扶助の精神に基づき、加入者が保険税を公平に拠出することにより、病気、けが、出産及び死

亡による経済的な負担を補うための保険給付などを行います。 
２．保健事業（２０，３０６千円） 
被保険者の健康増進並びに医療費の適正化を図るため、糖尿病などの生活習慣病の発病や重症化を

予防し、メタボリックシンドロームの該当者などを減少させるため、特定健康診査及び特定保健指導

を実施するとともに、病気の早期発見と早期治療に役立てるため、人間ドック費用の一部を助成しま

す。 
＊特定健康診査・特定保健指導  １１，７５８千円（特定保健指導は、健康福祉課で実施） 
＊人間ドック費用の助成等     ８，５４８千円 

 
【下水道事業特別会計】 
 
 
（財源：使用料等 ３３９，７８６千円、国県支出金 ３３，０００千円、地方債 ３０，９００千円） 

１．下水道の整備（１０６，５５３千円） 
酒々井南部地区及び馬橋地区の下水道整備工事を行います。 

２．下水道施設の維持管理（２９７，１３３千円） 
汚水や雨水のポンプ及び調整池の維持管理、中川排水路等の維持清掃、汚水管の清掃や補修を行

います。また、流域下水道の維持管理費を負担します。 
《詳しくは、上下水道課 電話 ４９６－７７２５》 
 
 
【介護保険特別会計】 
 
 

（財源：国県支出金 ３４９，３８５千円、その他 ５６０，０６８円） 
１．要介護認定事業 
要支援・要介護の認定申請者に対し、訪問調査及び介護認定審査会での審査判定を行い、要支援・

要介護の認定をします。 
対 象：６５歳以上の方、４０歳以上６４歳以下の方で老化が原因とされる病気（特定疾病）によ

り介護が必要な状態の方 

各特別会計、水道事業 

◆国民健康保険特別会計◇     ２，４８８，４９９ 千円（住民課） 

◆下水道事業◇        ４０３，６８６千円（上下水道課） 

◆介護保険特別会計◇       １，０７８，６４６千円（健康福祉課） 
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２．介護サービス等給付事業 
要支援・要介護の認定者が訪問介護や通所介護などの介護サービスを利用した際に、原則としてか

かった費用の９割を保険給付として支払います。（自己負担は通常１割で別に食事等の負担がありま

す。） 
３．地域包括支援センター運営事業 
高齢者が住み慣れた自宅や地域で自立した生活が継続できるよう、総合的な相談・支援を行います。 
 

 
 

（財源：国県支出金 １，０６６千円、その他 １，４２６千円） 
高齢になって介護が必要な状態になることを予防するため高齢者が自ら活動に参加し、地域の中で

介護予防に向けた取り組みが広く積極的に行われるように事業を行います。 
１．二次予防事業対象者 

要支援・要介護状態になるおそれの高い高齢者の把握のため、６５歳以上の方（要介護・要

支援の認定者を除く）を対象に「介護予防のためのチェックリスト」を送付し返送してもら

い介護予防事業への参加が望ましいとされた方には年間の介護予防事業をお知らせします。 
２．介護予防事業 

（１）二次予防事業 
介護予防教室として運動及び口腔機能向上プログラム等を行います。 
対 象：二次予防事業対象者（要支援・要介護状態になるおそれの高い高齢者） 

（２）一次予防事業 
介護予防の普及、啓発を行うとともに、各種の教室を開催し高齢者の介護予防を図ります。 
対 象：一次予防事業対象者（活動的な状態にある高齢者） 
＊チャレンジ教室…介護予防活動（運動中心）を行う組織作りを目的として、地域の集会所などを

拠点に教室を開催します。（１地区６回程度で３地区を予定） 
＊地域介護予防活動支援事業…地域で自主的に介護予防に取り組むサークルなどの活動を支援す

るため、希望するサークルなどに講師を派遣します。 
＊介護支援ボランティア制度…６５歳以上の方が介護保険施設でのボランティア活動を通じて地

域貢献することで、高齢者自身の介護予防の推進と、いきいきとし

た地域社会づくりを目的とします。 
 
【後期高齢者医療特別会計】 
 
 

７５歳（一定の障害のある方は６５歳）以上を対象とした後期高齢者医療制度について、千葉県後

期高齢者医療広域連合と連携を図り、窓口業務を適切に行います。 
千葉県後期高齢者医療広域連合は、県内の５４市町村が共同で組織する団体で、被保険者の認定、

保険料の決定、医療の給付など制度の運営全般を行います。市町村が行う事務は、保険料の徴収や各

種申請・届出の受付、保険証の発行又は交付などの窓口業務を行います。 

◆後期高齢者医療特別会計◇      １６２，９４７千円（住民課） 

◆介護予防事業◇           ２，８４７千円（健康福祉課） 
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【水道事業】 
 
 
（財源：水道料金 ４８２，１０２千円、加入負担金 ２５，６８８千円、分担金 ７，４９７千円、 

工事負担金 ３９，０６０千円、留保資金等 ２３５，１５２千円） 
水道事業は、独立採算制で経営されており、主な業務として、住民が安心しておいしく飲める水道

水を安定供給するため、水道施設の建設や維持管理を行っています。 
＊給水件数         ８，６２０件 
＊年間総給水量   ２，３６４，０００㎥ 
＊一日平均給水量      ６，４７７㎥ 
【収益的収支】 
＊水道事業収益 ５１０，９２０千円 
（水道料金 ４８２，１０２千円、加入負担金 ２５，６８８千円、その他 ３，１３０千円） 

＊水道事業費用 ４３１，２６４千円 
（営業費用 ３７８，２４６千円、企業債利息 ４５，７６３千円、その他 ７，２５５千円） 
（１）浄水場運転管理業務  ３２，７６２千円 
（２）料金徴収業務     １２，６８９千円 
（３）動力費        ３７，９１９千円 

【資本的収支】 
＊資本的収入 ４６，５５８千円 

（分担金 ７，４９７千円、工事負担金 ３９，０６０千円、その他 １千円） 
＊資本的支出 ３５８，２３５千円 

（建設改良費 ２６０，７２３千円、企業債償還金 ９５，５１２千円、その他 ２，０００千円） 
（１）水道施設整備事業 ２１８，５２６千円 
①東酒々井地先配水管布設替工事（町道２B－０７８号線他） 
②尾上浄水場電気設備更新工事 
③酒々井南部地区土地区画整理事業に係る配水管布設工事 
④馬橋地先配水管布設工事（町道０１－０１１号線） 
⑤次亜注入設備更新工事 

水道事業は、地方公営企業法に基づいて、水道施設を使った人から使った程度に応じて水道料金を

負担していただく「受益者負担の原則」により、独立採算制で運営されています。 
皆様のご家庭まで水を送り届ける営業活動の経費は、主に水道料金収入でまかなわれ、配水管の布

設などに要する経費は、分担金や自己財源でまかなわれます。前者を収益的収支、後者を資本的収支

として経理上区分しています。 
《詳しくは、上下水道課 電話 ４９６－７７２５》 

 

◆水道事業◇           ７８９，４９９千円（上下水道課） 
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